
  ドル円 ユーロ円 24H

117.77 139.44 寄付

06/01/02   117.55 139.10 安値

（月）  118.05 139.71 高値

  117.93 139.42 終値

 ドル円 ユーロ円 24H
 117.77 139.15 寄付

06/01/03  116.01 138.92 安値

（火） 117.89 139.84 高値

 116.17 139.61 終値

･株式市場が大発会 ドル円 ユーロ円 24H
 ･ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州でM6.7の地震発生 115.95 139.52 寄付

06/01/04 ･11月の米製造業受注2.5%  115.61 139.45 安値

（水） 116.46 140.77 高値

 116.08 140.67 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 116.25 140.77 寄付

06/01/05 115.76 140.00 安値

（木） 116.47 140.88 高値

･韓国中銀が介入実施か?! 115.92 140.38 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 115.99 140.41 寄付

06/01/06 114.22 138.88 安値

（金） 116.30 140.65 高値

114.47 139.10 終値

 
 ドル円 ユーロ円 24H

  114.53 139.04 寄付

06/01/09  113.76 137.67 安値

（月） 114.77 139.06 高値

 114.47 138.37 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 114.55 138.31 寄付

06/01/10 ･1月の独ZEW期待指数71.0 114.11 137.80 安値

（火） 114.79 138.47 高値

114.33 137.92 終値

･12月の外貨準備高36.29億ﾄﾞﾙ増 ドル円 ユーロ円 24H
 ･11月の英貿易赤字▲59.66億ﾎﾟﾝﾄﾞ 114.45 138.05 寄付

06/01/11 ･ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがﾌｫｰﾄﾞを2段階格下げ 113.91 137.92 安値

（水） 　 114.90 138.54 高値

 114.16 138.45 終値

･BOEが金利の据え置き発表 ドル円 ユーロ円 24H
 ･ECBが金利の据え置き発表 114.30 138.74 寄付

06/01/12 ・11月の米貿易赤字▲642億ﾄﾞﾙ 113.41 137.12 安値

（木）  114.45 138.80 高値

114.37 137.66 終値

･11月の機械受注2.3% ドル円 ユーロ円 24H
 ･第3四半期ﾕｰﾛ圏GDP0.6% 114.60 138.02 寄付

06/01/13 114.15 137.86 安値

（金） 114.80 138.75 高値

114.18 138.63 終値

＊ご質問などはＥメールにてお願い致します。アドレス　info@fx-newsletter.com　まで

･ﾛｰﾄSNB総裁｢ｽｲｽの金融政策は
依然緩和的｣
･米財務省報道官｢為替は議論した
が詳細は公表せず｣

･中国人民銀行局長｢外準のﾄﾞﾙ資
産を多様化する可能性は小さい｣
･与謝野金融相｢急激な変動は好ま
しくない｣

･一部報道｢ｲﾗﾝが核研究施設の封
印を撤去、IAEAもこれを確認｣

･谷垣財務相｢米財務長官と為替は
まったく議論していない｣

･米財務長官｢米国は中国の通貨
政策に満足していない｣
･ﾎﾞｽﾄﾝ地区連銀総裁｢現在のFF金
利は中立ﾚﾝｼﾞの下限付近｣

･谷垣財務相｢大きな意味ではﾌｧﾝ
ﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞの枠内だが、時々乱暴な
動きがある｣

･谷垣財務相｢急激な変動に対して
各国はしかるべき対応が可能｣

･渡辺財務官｢年末年始の変動は
荒っぽい印象がある｣
･ｽﾉｰ財務長官｢中国は一段の人民
元柔軟化を進める必要がある｣
･韓国中銀｢ｳｫﾝ高は急速に進み過
ぎている｣

･中国国家為替管理局が対外投資
向けの為替割り当て制度を廃止へ
･12月の米ISM非製造業景況指数
59.8

･ｺﾝｽﾀﾝｼｵECB政策委員｢今後の政
策金利動向にﾊﾞｲｱｽなし｣

≪　１月　1日～１５日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京はまだ休みの向きが多く商い
そのものは閑散。そうしたなかﾄﾞﾙ
は対円中心に弱含み。
欧米はﾄﾞﾙが大幅続落。発表された
FOMC議事録の内容が嫌気され、
失望売りがかさむ展開だった。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

ｱｼﾞｱは休場の先が多く目立った動
意見られず。

欧米も休場の先ばかりで流動性に
乏しい。市場参加者もまだ限定的。

･日米欧をはじめ世界の主要市場
が休場

欧米は独経済指標が良好な数字に
なったこともあり一時ﾕｰﾛ買い進む｡
ただ追随する向きは少なかった｡

欧米は小幅な上下動はあったもの
の全体的には小動き。積極的な売
買はほとんど見送られた。

･11月の米建設支出0.2%､12月の
ISM製造業景況指数54.2
･12月13日開催分FOMC議事録要
旨｢追加利上げの回数は多くないだ
ろう｣

･韓国政府と中銀当局者による会議
で｢政府は為替安定のため最大限
努力する｣との方針示す
･12月の米失業率4.9%､同非農業者
雇用数10.8万件

欧米はﾄﾞﾙ軟調裡。米財務長官が
火消しに動いたが資金流出思惑な
どを背景としたﾄﾞﾙ売り優勢。

欧米は英貿易赤字の拡大を嫌気し
まずﾎﾟﾝﾄﾞが軟調裡。ﾄﾞﾙも対円や
ﾕｰﾛでは大幅安に。

欧米はﾄﾞﾙ売りでｽﾀｰﾄするも､その
後急反転｡とくに対ﾕｰﾛなど欧州通
貨では強含みで高値引け。

東京はﾄﾞﾙ小幅安。しかし本邦要人
から円高を牽制する発言も聞かれ
たためﾚﾝｼﾞは抜けず。

東京は輸入企業などの円売りもあ
り対ﾄﾞﾙのほかｸﾛｽでも円安進む。

東京はﾕｰﾛが若干買い進まれたも
のの大きな動意なし。ﾄﾞﾙ/円に関し
ては蚊帳の外のﾑｰﾄﾞも。

東京でﾄﾞﾙはさらに下落するも週末
の米雇用統計を見極めたいとの雰
囲気もあり下値は限定的。
欧米はﾄﾞﾙ安と言うよりﾕｰﾛ高。対ﾄﾞ
ﾙはもちろんｸﾛｽでもﾕｰﾛ買いが優
勢で小じっかり。

東京は概ねﾚﾝｼﾞ。ただ米雇用統計
が改善されるとの噂もありﾄﾞﾙ買い
が若干ながら優勢か。

東京は訪米中の谷垣発言もあり円
安で寄り付いたがｽｸﾞに切り返す動
き。ただ株安もあり上値は限定的。

欧米は発表された米雇用統計が期
待を裏切る結果になったことからﾄﾞ
ﾙ全面安。
東京は成人の日で休場。ｱｼﾞｱは全
体的には値動き乏しいなか、ﾕｰﾛが
対円などでやや冴えない。
欧米は一時ﾄﾞﾙ買戻しの動きも見ら
れたが続かず。戻りは鈍く、その上
値は重い。

東京は円が小高い。目立った材料
は見られなかったが商いが薄く、値
が飛びやすい商状の中、しっかり。

･米財務長官｢外準多様化､米国市
場にとくに影響はない｣

･12月の米PPIは0.9%、同小売売上
高0.7%､同企業在庫0.5%

･安倍官房長官「為替はﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ
ｽﾞを反映し安定的に推移するのが
望ましい」
･ECB総裁｢政策金利は歴史的にも
引き続き低水準｣

･小泉首相｢ﾃﾞﾌﾚ脱却は早い方がよ
い｣
･独連銀総裁｢ECBは物価安定のた
めになんでもやる｣


